
人口と世帯（平成24年12月 1日現在）1,687世帯（-2）男2,438人（-4）女2,630人（-3）計5,068人（-7）
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かかし祭りで 3年連続グランプリ

おしらせ（みんなの時間放映について） 11 ～16

　１０月１日～２８日に花咲の湯で行われた「か

かし祭り」で 3 年連続グランプリを片品保育園が

受賞しました。

詳細は７ページ

（撮影：片品保育園）
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毎
週
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住
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収
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尾
瀬
戸
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／
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尊
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／
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オ
グ
ナ
ほ
た
か　
12
／
22
（
土
）

　
か
た
し
な
高
原　
12
／
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エ
ラ
リ
ゾ
ー
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下
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“

土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中”

◉ 若いころの思い出
　若いころの二人は農業に明け暮れる毎日をおくっ
ていた。
　昭和 40 年代に入りスキー産業（観光）が盛んに
なり旅館業を始めることになったが、素人が一から
始めるのは容易ではなかった。時にはパンフレット
を持ち二人で東京へ、先進的な京都や鎌倉の宿泊施
設への視察研修と、若いときだったから無我夢中で
やれた。若い時はなんでもできたなぁ、と語る二人。

おしどり夫婦　『今も仲睦まじく』
笠原　辰巳さん (83)・タマ子さん (82)　ご結婚されて62年　お住まい（越本）
25歳・24歳当時　（昭和39年） 現　在

◉ 今の時代に思うこと
　今の時代は、車が家に何台もあるが、想像もつか
ないぐらい便利になった。ようやく時間が出来て旅
行するのが楽しみだったが、足腰が弱って残念と語
るタマ子さん。今はおじいさんが運転できるから病
院の帰りに、あっち、こっちへとドライブしながら
楽しんでいるとも話してくれました。《今はなんでも
あり、いつでもどこでも行けてドラえもんのようだ
ね》と笑って話してくれました。

25日 (火 )です

地域連携　夜間小児救急診察室
診 療 日
診察時間
場 所

毎週火・木曜日（祝日年末年始を除く）
１９：００～２２：００
独立行政法人国立病院機構沼田病院
１階内科外来　☎（23）2181

今月の
納期は

口 座 振 替 の 方 は 事 前 に 残 高 確 認 を！

国 民 健 康 保 険 税 第 ６ 期

一
、　

金
一
、０
０
０
、０
０
０
円

　

鎌
田
に
お
住
ま
い
の
小
野
正
三

郎
さ
ん
か
ら
、
片
品
村
の
た
め
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
一
、〇
〇
〇
、

〇
〇
〇
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

お
心
尽
く
し
に
感
謝
申
し
上

げ
、
ご
趣
旨
に
沿
う
よ
う
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 寄

　
附

小
野
正
三
郎
さ
ん
か
ら
副
村
長
に

手
渡
さ
れ
た
寄
附
金

善
　
　
意

お

く

や

み

介 護 保 険 料 第 5 期
後 期 高 齢 保 険 料 第 5 期

村 　 県 　 民 　 税 第 ４ 期
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平成 24 年度の財政事情

1億2億4億5億6億7億 3億10億20億

（その他の予算現額（労働費・災害復旧費・諸支出・予備費））

単位：千円

予算額
40億 6714万 3千円
支出済額
11億 8170万 4千円
執行率 (29.1％)

予算現額
支出済額

歳　出

平成24年度
◎村有財産の保有状況
（　）内は今期増減高

土　　地
(山林含む )

542 万 0,427 ㎡
（165）

（0）

（0）

（-1）

（0）

物品 ( 車両 )

78 台

山　　林

402万 8,161 ㎡

出資金など

1億 2970万 9千円

建　　物

5万 7,194 ㎡

項　　　　　　　　目 予　算　額 現年度収支額 執　行　率
収 益 的 収 入 116,290

115,913
20,000
74,301

3,015
3,016

0
4,594

2.6 ％
2.6 ％
0.0 ％
6.2 ％

収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

( 単位：千円 )◉ 観光施設事業の状況

◉ 基金（平成24年9月末現在）

◉ 地方債及び一時借入金の状況（平成24年9月末現在）

前期末現在高
1,342,876

3,803
100,360
100,000
8,467
782

10,178
201,000
62,490
25,800
9,843

1,865,599

今期増減高
100,000
△1,266

0
0
0
0
0
0

21,000
0
0

119,734

今期末現在高
1,442,876

2,537
100,360
100,000
8,467
782

10,178
201,000
83,490
25,800
9,843

1,985,333

前期末現在高
2,763,706

0
2,763,706

今期増減高
△ 63,627

0
△ 63,627

今期末現在高
2,700,079

0
2,700,079

会 計 名
国 民 健 康 保 険
簡 易 水 道 事 業
下 水 道 事 業 等
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療

区　　分  
財政調整基金
奨学基金
地域づくり特別事業基金
高齢者福祉基金
尾瀬の郷づくり基金
減債基金
ふるさと農村活性化基金
学校建設基金
国民健康保険基金
簡易水道事業基金
介護給付費準備基金
合     計

◉ 特別会計（平成24年9月末現在）
予　算　額
887,941
91,901
109,720
414,785
57,463

収 入 済 額 
279,838
32,077
10,529
162,066
15,042

執　行　率
31.5 ％ 
34.9 ％ 
9.6 ％ 
39.1 ％ 
26.2 ％ 

支 出 済 額
353,444
35,193
32,996
184,822
23,328

執　行　率
39.8 ％
38.3 ％
30.1 ％
44.6 ％
40.6 ％

区 分
地 方 債
一 時 借 入 金
合 計

( 単位：千円 )

( 単位：千円 )

( 単位：千円 )

571,960

70,000

47,400

16,000

1,681,113

42,456

21,626

316,844

435,447

200,001

84,673

90,124

471,000

18,499

327,579

20,539

28,195

7,248

1,411,020

18,807

11,627

45,187

14,762

0

84,674

13,936

0

8,879

39,880

234,464

197,420

244,510

52,325

46,980

54,576

78,268

166,280

63,085

3,916

75,947

479,519

685,818

525,740

233,853

92,037

298,233

175,598

696,339

328,455

475,604

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他
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平成 24 年度の財政事情

村 の 様 子

平成24年9月30日現在

人　口　5,076人
(男：2,443人　女2,633人 )
世帯数　1,686世帯
面　積　392.01㎢

の財政事情
歳　入

1億 2億 3億 4億 5億 10億 20億

予算額
40億 6714万 3千円
収入済額
19億 9245万 3千円
執行率 (49.0％)

その他の予算現額（利子割交付金・配当割交付金・株式等譲渡所
得割交付金・ゴルフ場利用税交付金・地方特例交付金・交通安全
対策特別交付金・財産収入・寄附金）

単位：千円

予算現額
収入済額

 
村
で
は
年
２
回「
片
品
村
財
政
事
情
書
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
、
財
政
状
況
の

公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。  

 
 

　
そ
こ
で
今
回
は
、
平
成
24
年
度
上
半
期（
４
月
〜
９
月
）の
村
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
な
お
、本
掲
載
は
速
報
数
値
で
あ
り
、監
査
等
承
認
手
続
未
了
の
数
値
で
す
。ま
た
、議
会
の
議
決
を

受
け
、平
成
23
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
に
繰
り
越
し
た
繰
越
明
許
費
は
含
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　
今
後
と
も
、皆
様
の
行
財
政
に
関
す
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。  

 
 

〜〜〜〜

村 税

地 方 譲 与 税

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地 方 交 付 税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

村 債

そ の 他
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ふるさと便の箱詰めをする女性部のみさなん

中
身
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
便

自
然
公
園
指
導
員　

萩
原
周
三
さ
ん(

戸
倉) 　

「
藍
綬
褒
章
」
を
授
章

ふ
る
さ
と
の
味
を
南
相
馬
へ

文
化
の
秋 

第
46
回
片
品
村
総
合
産
業
文
化
展
盛
大
に
開
催

　

11
月
７
日
（
水
）
商
工
会
に
て

『
片
品
ふ
る
さ
と
便
』の
発
送
準
備

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ふ
る
さ
と
便
は
、
片
品
村

内
に
避
難
し
て
い
た
南
相
馬
市
の

方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

希
望
の
あ
っ
た
方
に
対
し
て
片
品

村
の
味
を
発
送
す
る
事
業
で
す
。

　

９
月
か
ら
始
ま
り
、
今
回
で
３

回
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

野
菜
・
り
ん
ご
・
キ
ノ
コ
の
盛

り
合
わ
せ
な
ど
、９
品
目
の
ほ
か
、

商
工
会
長
よ
り
、
う
ど
ん
と
女
性

部
長
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
が
詰
め

合
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

冬
期
間
は
お
休
み
し
て
来
年
春

か
ら
再
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

現
在
、
27
軒
の
方
か
ら
予
約
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
口
コ
ミ

で
広
が
り
、
す
で
に
来
年
の
予
約

は
40
軒
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

購
入
し
た
方
か
ら
は
喜
び
の
声

を
い
た
だ
き
、
以
前
同
封
し
た
尾

瀬
ブ
ラ
ン
ド
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

見
た
方
か
ら
は
、
尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド

の
商
品
も
購
入
し
た
い
と
問
い
合

わ
せ
も
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

第
２
の
ふ
る
さ
と
の
味
を
通
し

た
交
流
が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

福
祉
バ
ザ
ー
開
催

首
都
圏
で

片
品
村
を
Ｐ
Ｒ

　

埼
玉
県
蕨
市
、
上
尾
市
で
開
催

さ
れ
た「
蕨
宿
場
ま
つ
り（
11
月
３

日
）」、「
上
尾
産
業
祭
（
10
日
）」、

「
上
尾
シ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン
（
18

日
）」、
ま
た
金
精
峠
を
挟
ん
で
親

交
の
あ
る
栃
木
県
日
光
市
の
「
日

光
そ
ば
ま
つ
り
（
23
日
〜
24
日
）」

で
特
産
品
販
売
や
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
い
片
品
村
の

宣
伝
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
11
月
２
日
に
は
東
京

都
区
政
会
館
で
「
ぐ
ん
ま
の
山
村

フ
ェ
ア
in
東
京
」が
行
わ
れ
、
大
勢

の
来
場
者
に
片
品
村
の
Ｐ
Ｒ
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
） ぐんまの山村フェア会場の様子

第
33
回
消
費
生
活
展
開
催

　

11
月
20
日
（
火
）
役
場
２
階
に

お
い
て
消
費
生
活
展
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
大
切
な
資
源　

有
効
利
用
で

健
康
づ
く
り
・
環
境
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
体
と
環
境
に
優
し
い

商
品
の
販
売
や
農
産
加
工
コ
ン

ク
ー
ル
、
健
康
相
談
等
が
行
わ

れ
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
来
場
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

役
員
関
係
者
の
み
な
さ
ん
大

健康相談会場の様子

　

11
月
20
日（
火
）役
場
２
階
に
お

い
て
福
祉
バ
ザ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。村
民
の
皆
様
に
寄
附
し
て

い
た
だ
い
た
多
く
の
品
物
を
各

コ
ー
ナ
ー
別
に
仕
分
け
即
売
を
し

ま
し
た
。　

　

当
日
は
大
勢
の
皆
様
に
お
い
で

い
た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
バ
ザ
ー
収
益
金
の
一
部

を
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
い
た

し
ま
す
。

　

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
村
民
の

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
婦
人
会
役
員
の
皆
さ
ん
、

早
朝
よ
り
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

バザー会場の様子

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

　

平
成
24
年
11
月
13
日
付
け
で
、

秋
の
褒
章
が
政
府
よ
り
発
令
さ

れ
、
自
然
公
園
指
導
員
の
萩
原
周

三
さ
ん
が
藍
綬
褒
章
を
授
章
し
ま

し
た
。

　

萩
原
さ
ん
の
授
章
し
た
藍
綬
褒

章
は
、
公
衆
の
利
益
や
公
共
の
事

業
に
尽
力
さ
れ
た
方
に
賜
与
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　

伝
達
式
は
11
月
13
日
、
環
境
省

第
一
会
議
室
で
行
わ
れ
、
生
方
幸

夫
環
境
副
大
臣
か
ら
褒
章
と
褒
章

の
記
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。環
境

省
関
係
で
は
全
国
で
10
名
が
藍
綬

褒
章
を
授
章
さ
れ
ま
し
た
。そ
の

後
、
皇
居「
春
秋
の
間
」に
お
い
て

拝
謁
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

萩
原
さ
ん
は
、
昭
和
52
年
に
自

然
公
園
指
導
員
に
委
嘱
さ
れ
て
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
旅
館
業
や

山
岳
ガ
イ
ド
を
す
る
傍
ら
、
尾
瀬

を
中
心
に
動
植
物
の
保
護
や
自
然

保
護
思
想
の
普
及
啓
発
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
片
品
村
遭
難
対
策
救
助

隊
副
隊
長
と
し
て
長
年
に
わ
た

り
、
登
山
者
の
安
全
確
保
と
事
故

防
止
、
救
助
活
動
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
多
年
に
わ
た
る
活
動

功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
授
章

と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
も
、
自
然
公
園
指
導
員
や

山
岳
ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
中
の
萩

原
さ
ん
の
更
な
る
ご
指
導
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）授章された萩原周三さん

　

11
月
２
日
・
３
日
の
２
日
間
、

役
場
に
お
い
て
第
46
回
片
品
村
総

合
産
業
文
化
展
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
一
般
の
部
（
９
部
門
）

３
６
１
点
、
小
中
学
校
・
保
育
所

５
４
９
点
、
計
９
１
０
点
の
出
品

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
連
行
事
と
し
て
11
月

２
日
に
は
、
第
29
回
芸
能
発
表
会

が
開
催
さ
れ
、
３
日
に
は
中
央
公

民
館
で
将
棋
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
１
日
の
搬
入
審
査
か

ら
４
日
の
搬
出
片
付
け
と
ご
協
力

い
た
だ
い
た
役
員
関
係
者
の
皆
さ

ん
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。　　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

書道一般の部
書道学生の部
美術の部
写真の部
文芸の部
菊花の部
民芸の部

村　長　賞　　　
木内いよ子

林　　聖子
芝崎　武夫
星野　歌子
星野　徳一
中坪喜次郎

議　長　賞　　　
奥原　悦子
倉田　和果
入澤かおる
吉野　元和
戸丸　好夫
小野正三郎
星野　安平

教育長賞　　
大竹　恵子
星野　咲良
金子すみ江
萩原　映子
寺岡　貞子
飯塚　新吉
山崎　八郎

文化協会長賞
吉野　由彦
小池かりん
神崎　成紀
大竹　　明
大竹三沙緒
林　　誠一
星野　武辰

金　　賞　　　　

入澤　夕夏
岡澤　涼子
林　　欣一
萩原キヨ子
笠原　康夫
星野　健一

多くの方が来場した文化展

民芸の部コーナーの様子 菊花の部 左議長賞 右村長賞



06

ニュース

広 報 か た し な        H24 . 12

ニュース

07 広 報 か た し な        H24 .12

第
13
回
か
か
し
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
33
回
片
品
村
・
蕨
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
会

尾
瀬
文
学
賞
俳
句
大
会
開
催

　

11
月
３
日（
土
・
祝
）に
埼

玉
県
蕨
市
に
お
い
て
行
わ

れ
、片
品
村
の
少
年
団
20
名
、

引
率
者
６
名
で
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
交
流
会
で
は
、
蕨

市
で
開
催
さ
れ
た
『
宿
場
祭

り
』に
参
加
し
、フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
出
店
が
立
ち
並
ぶ

道
中
を
各
班
に
分
か
れ
散
策

し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
に
は
ボ
ー
リ

ン
グ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
き

ま
し
た
。

　

片
品
村
と
蕨
市
の
団
員
が

合
同
の
チ
ー
ム
と
な
り
盛
り

上
が
り
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　

普
段
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
し

て
い
る
少
年
団
で
す
が
、
ス

ポ
ー
ツ
以
外
の
交
流
も
あ

り
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が

で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

交
流
会
へ
参
加
し
た
皆
様

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

旅
フ
ェ
ア
日
本
２
０
１
２

公
衆
衛
生
教
育
・
防
火
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

９
月
24
日
（
月
）
役
場
２
階

農
林
研
修
室
に
お
い
て
利
根
沼

田
公
衆
衛
生
協
会
主
催
の
元
、

水
道
関
係
の
衛
生
講
和
と
食
中

毒
防
止
事
故
に
つ
い
て
の
衛
生

教
育
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

し
た
方
た
ち
は
講
習
会
を
聞
き
、

食
品
衛
生
予
防
に
関
し
て
の
意

識
を
高
め
ま
し
た
。

　

ま
た
11
月
15
日
（
木
）
に
は

文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
民
宿
、
旅

館
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
組
合
６
団
体

に
よ
る
防
火
講
習
会
が
開
催
さ

　

11
月
９
〜
11
日
ま
で
、
片
品
村

ス
キ
ー
場
連
絡
協
議
会
及
び
片
品

村
観
光
協
会
で
は
「
旅
フ
ェ
ア
日

本
２
０
１
２
」
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
テ
ー
マ
エ
リ
ア
別
に

そ
の
場
所
に
旅
に
行
っ
た
よ
う
な

体
験
・
体
感
が
出
来
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
ウ
イ
ン
タ
ー
リ

ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
に
お
い
て
片
品
村

の
冬
季
観
光
宣
伝
及
び
食
の
大
盛

抽選会の様子

　

10
月
１
日
か
ら
28
日
ま
で
の

間
、
花
の
駅
広
場
に
お
い
て
、
毎

年
恒
例
の
か
か
し
祭
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
話
題
と
な
っ
た
人
物
や
人

気
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
題
材

に
し
た
も
の
を
は
じ
め
、
村
内
外

か
ら
24
体
の
手
作
り
の
か
か
し
が

出
品
さ
れ
、
来
場
さ
れ
た
方
々
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

各
賞
を
決
定
す
る
審
査
は
、
来

場
さ
れ
た
一
般
の
皆
様
に
よ
る
人

気
投
票
の
１
１
１
１
票
に
、
審
査

員
に
よ
る
審
査
票
を
加
算
し
、
そ

の
結
果
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
片
品

保
育
園
さ
ん
の
「
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

に
の
ぼ
る
タ
コ
チ
ュ
ー
♡
」
に
、

準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
く
り
は
ら
さ
ん
の
「
藤
娘
」
に

決
ま
り
ま
し
た
。　

　

出
品
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、

そ
し
て
来
場
さ
れ
て
人
気
投
票
に

参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
プ
リ

片
品
保
育
園
さ
ん
作　

　

第
５
回
尾
瀬
文
学
賞
俳
句
大
会

表
彰
式
が
11
月
３
日
（
土
）
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　　

応
募
数
は
一
般
の
部
４
７
６

句
、
小
学
生
の
部
４
，
３
０
４
句
、

中
学
生
の
部
５
，
５
３
９
句
が
寄

せ
ら
れ
、
そ
の
中
か
ら
入
選
（
総

数
１
５
９
句
）
さ
れ
た
受
賞
者
と 一般の部  特選  北悠休さん

「片品の味コーナー」の様子

会場の様子

り
企
画
「
は
げ
盛
」
を
宣
伝
し
て

き
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
終
了
後
は
屋
外
で
の

水
消
火
器
を
使
用
し
た
消
火
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
講
習
会
等
で

安
心
安
全
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
よ
う
に
民
宿
旅
館
組
合

連
合
会
員
も
努
力
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
寒
く
な
り
暖

房
器
具
等
を
使
用
す
る
機
会
が

増
え
て
き
ま
す
。
火
の
元
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。（
観
光

協
会
・
民
宿
旅
館
組
合
連
合
会
）

防火講習を受ける組合員のみなさん

　
「
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
の
ぼ
る
タ

　

コ
チ
ュ
ー
♡
」

準
グ
ラ
ン
プ
リ

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
く
り
は
ら
さ
ん

　

作

　
「
藤
娘
」

特
別
賞

　

東
京
都　

わ
た
ぼ
う
し
の
会
さ

　

ん
作

　
「
き
ら
っ
し
ゃ
い
た
べ
ら
っ　

　

し
ゃ
い
片
品
さ
ん
家
の
美
味
し

　

い
野
菜
」

一
般
の
部
優
秀
賞

　

星
野　

文
次
郎
さ
ん
作

　
「
ど
ー
も
く
ん
か
ら
の
ご
挨
拶

　
『
片
品
村
に
来
て
く
れ
て
ど
ー

　

も
あ
り
が
と
う
』」

小
中
保
育
園
生
の
部
優
秀
賞

　

片
品
北
保
育
園
さ
ん
作

　
「
お
っ
！
チ
ョ
ッ
パ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
の
駅
）

片
品
保
育
園
さ
ん
の
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品

選
者
の
皆
さ
ん
に
出
席
い
た
だ
き

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
食
改
推
や

生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
等
の
協
力
で

「
片
品
の
味
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
、

来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
や
き

も
ち
や
、
お
こ
わ
等
を
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

特　

選

小
学
生
の
部　

　

片
品
村  

永
井　

和
月

『
雪
ど
け
の
尾
瀬
の
め
ぐ
み
が

名
水
に
』

中
学
生
の
部

　

桐
生
市  

稲
山　

湧
也

『
夕
焼
を
背
中
で
感
じ
た

尾
瀬
ヶ
原
』

村
民
将
棋
大
会
開
催

　

11
月
３
日
、
総
合
産
業
文
化
展

に
併
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
入

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
一
般
の
部

　

優　

勝　

金
子　

朋
樹（
鎌
田
）

　

準
優
勝　

河
野　

正
行（
花
咲
）

　

第
三
位　

星
野　

直
樹（
花
咲
）

一
般
の
部  

　

新
潟
市  
北　

悠
休

『
木
道
の
ひ
と
す
ぢ
白
し

草
紅
葉
』

　

そ
の
他
に
も
各
賞
の
受
賞
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

特
別
賞　

各
部
門　
　

12
名

優
秀
賞　

小
中
学
生　

20
名

　
　
　
　

一　
　

般　

10
名

入　

選　

小
中
学
生　

30
名　

　
　
　
　

一　
　

般　

10
名　

　

詳
し
く
は
、
片
品
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

◎
小
学
生
の
部

○
二
年
生

　

優　

勝　

入
澤　

知
丸（
片
小
）

　

準
優
勝　

星
野
功
之
介（
片
小
）

　

第
三
位　

高
橋　

賢
太（
片
小
）

○
三
年
生

　

優　

勝　

千
明
淳
之
介（
片
小
）

　

準
優
勝　

星
野　

圭
亮（
片
小
）

　

第
三
位　

戸
丸　

皐
生（
片
小
）

○
五
年
生

　

優　

勝　

入
澤　

太
台（
片
小
）

　

準
優
勝　

星
野　

雄
亮（
片
小
）

　

第
三
位　

萩
原　

大
智（
北
小
）

　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）
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広 

報 

文 

芸
　
片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
四
年
十
一
月
俳
句
会

教育委員会　1 月の諸行事

りだ よ図 書 室

読んでみませんか ?

＊午後１時 30 分～５時 30 分開室
＊日曜、祝日　　はお休みです
＊年末年始 12/29 ～ 1/3 はお休みです

図 書 室 カレンダー １月

　主人公の志乃子（50）は近所の古い喫茶店で文机と手文庫、
茶碗を貰い受ける。人生の第２ステージ、善き人たちの物語。
夫の高血糖、ジャズを歌う友人。１９４６年、北朝鮮城津（ジョ
ウシン）を出発し、３８度線を越えた日本人たち。　

※　予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

月 火 水 木 金 土日

☆生涯学習・社会体育関係
・片品カレッジ
　「小正月の飾りを作ろう」
・第 65 回片品村成人式
・利根郡子ども会かるた大会

☆学校関係
・第 3 学期始業式
・小学校冬季交歓会
・お弁当の日

◇片小 
・読み聞かせ
・ＰＴＡ役員会議 
・校内書き初め大会
　｢一日の計は朝にあり、一年の計は元旦にあり」。
新年を迎える今、子どもたちが新たな目標と決意
をもって学校生活をスタートできることを願って
います。

◇北小 
・校内書き初め大会 
・尾瀬花かるた大会
・全校スキー教室
　冬季交歓会では、地域をあげてのご協力を毎年
ありがとうございます。今年もよろしくお願いし
ます。

◇南小
・校内書き初め大会 
・PTA 役員、学年委員合同会議
・校内カルタ大会
　校内書き初め大会に向け、外部講師の方の指導
を受け練習してきました。児童の作品は２５日ま
で校内に展示します。ぜひ、ご覧下さい。

◇武尊根小
・校内書き初め大会
・スキー教室・アルペン記録会
・校内学校保健委員会
　冬季交歓会を迎えます。スキー教室やアルペン
記録会を含めた冬の片品の魅力いっぱいの交流会
にしたいと思います。みなさまのご協力を宜しく
お願い致します。

◇片中
・地域ふれあい書き初め大会
・県中体連総体スキー大会

・PTA 合同役員会③
・校内ディスタンス大会
　来年度、片品村で開催される全国中学校スキー
大会に向け、アルペン部・クロカン部共に一所懸
命練習に取り組んでいます。今年度の県総体では
その成果が少しずつ現れてくることを期待してい
ます。

片
品
村
文
化
協
会
表
彰
受
賞
者

　
　
　
　
　

菅　

沼　

大
竹　

沙

古
城
跡
や
片
品
川
の
狭
紅
葉

近
況
を
語
る
露
天
湯
霜
の
夜

　
　
　
　
　

鎌　

田　

大
竹　

淑
文

尾
瀬
二
峰
つ
な
ぐ
木
道
霧
晴
れ
る

雨
上
り
金
木
犀
の
香
り
強
し

　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

坤
六
の
も
み
ぢ
に
呼
ば
れ
杖
も
ち
て

照
葉
峡
も
み
ぢ
う
つ
し
て
水
澄
め
る

　
　
　
　
　

摺　

渕　

木
村　

佳
江

湖
燃
ゆ
る
蝦
夷
の
夕
焼
け
雁
の
こ
ろ

天
窓
に
満
月
入
れ
て
秋
惜
し
む

　
　
　
　
　

摺　

渕　

千
明　

政
夫

育
て
き
し
大
輪
競
う
文
化
の
日

夢
ひ
と
つ
残
し
て
一
書
秋
灯
下

　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明　

ヒ
ロ
子

栗
の
毬
よ
け
て
散
歩
の
小
道
か
な

飛
行
雲
爆
音
か
す
か
草
も
み
じ

　
　
　
　
　

鎌　

田　

寺
岡　

貞
子

野
良
猫
も
酷
暑
に
逃
げ
る
花
小
か
げ

尾
瀬
の
風
散
歩
の
犬
の
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン

コ
　
　
　
　
　

鎌　

田　

萩
原
キ
ヨ
子

セ
シ
ウ
ム
の
此
処
ま
で
来
し
か
秋
野
菜

紅
葉
に
負
け
じ
と
菊
も
咲
き
に
け
り

　

永
年
の
文
化
活
動
へ
の
ご
尽

力
や
ご
活
躍
に
よ
り
次
の
方
々

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◎
文
化
功
労
賞　

８
名

︵
片
品
村
文
化
協
会
活
動
に
20
年

以
上
功
労
の
あ
っ
た
人
な
ど
︶

　

奥
原　

悦
子
︵
書
道
︶

　

星
野　

歌
子
︵
文
芸
︶

　

星
野　

カ
ツ
︵
文
芸
︶

　

芝
崎　

文
夫
︵
写
真
︶

　

宮
田　

新
次
︵
写
真
︶

　

吉
野　

道
子
︵
芸
能
︶

　

入
澤　

里
子
︵
芸
能
︶

　

萩
原　

静
子
︵
芸
能
︶

◎
永
年
表
彰　

５
名

︵
片
品
村
文
化
協
会
活
動
に
10
年

以
上
功
労
の
あ
っ
た
人
な
ど
︶

　

桑
原　

隆
美
︵
書
道
︶

　

戸
丸　

玉
枝
︵
美
術
︶

　

浦
野
あ
さ
の
︵
美
術
︶

　

入
澤　
　

潔
︵
文
化
財
︶

　

萩
原　

武
治
︵
文
化
財
︶

◎
優
秀
賞　

26
名

︵
県
規
模
以
上
の
展
示
会
及
び
コ

ン
ク
ー
ル
等
に
入
選
し
た
人
︶

　

笠
原　

信
充
︵
書
道
︶

　

星
野　

光
子
︵
文
芸
︶

　

入
澤　

太
台
︵
片
小
５
年
︶

宮本　輝

5 日（土）
13 日（日）
26 日（土）

8 日（火）
23 日（水）～ 25 日（金）

23 日（水）

 
9 日（水）
9 日（水）

18 日（金）

 
8 日（火）

18 日（金）
24 日（木）

9 日（水）
16 日（水）
18 日（金）

8 日（火）
24 日（木）
28 日（月）

9 日（水）

                    14 日（月）～ 16 日（水）
17 日（木）
24 日（木）

水のかたち 上・下

片
品
カ
レ
ッ
ジ
情
報

　

伝
統
文
化
体
験
教
室
と
し
て

﹁
小
正
月
の
飾
り
を
作
ろ
う
﹂
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ご
家
族
・
ご
近
所
・
お
友
だ

ち
で
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
平
成
25
年
１
月
５
日︵
土
︶

▼
時
間　

10
時
00
分
よ
り

▼
会
場　

花
の
駅
・
片
品
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル

▼
対
象
︵
村
内
外
の
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
︶

▼
参
加
料
無
料

▼
申
込
み　

必
要
あ
り
ま
せ
ん

︵
直
接
会
場
へ
お
越
し
下
さ
い
︶制作作業の様子

　

星
野　

塁
飛
︵
片
小
６
年
︶

　

井
上　
　

亮
︵
片
小
６
年
︶

　

深
見　

千
穂
︵
片
中
１
年
︶

　

芝
﨑　

海
斗
︵
片
中
１
年
︶

　

桑
原　

満
奈
︵
片
中
１
年
︶

　

千
明
淳
之
介
︵
片
小
３
年
︶

　

深
見　

七
海
︵
片
中
１
年
︶

　

青
木　

優
香
︵
片
中
１
年
︶

　

須
藤　

乙
女
︵
片
小
３
年
︶

　

小
池　

瑠
依
︵
片
小
３
年
︶

　

吉
野　

太
陽
︵
片
小
３
年
︶

　

星
野　

好
成
︵
南
小
４
年
︶

　

星
野　

脩
人
︵
南
小
６
年
︶

　

星
野　

結
女
︵
武
小
４
年
︶

　

星
野　

鈴
佳
︵
武
小
４
年
︶

　

星
野　
　

葵
︵
武
小
５
年
︶

　

桑
原　

佳
那
︵
武
小
６
年
︶

　

星
野
美
紗
子
︵
武
小
６
年
︶

　

三
浦　

紗
加
︵
片
中
１
年
︶

　

星
野　

怜
佳
︵
片
中
１
年
︶

　

篠
原　

利
一
︵
片
中
１
年
︶

　

千
明　

慎
也
︵
片
中
１
年
︶

　

千
明　

昌
樹
︵
片
中
１
年
︶

　
　
　
　
　
　
︵
教
育
委
員
会
︶

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

歌
子

古
池
や
好
ん
で
飛
び
交
う
赤
蜻
蛉

む
く
わ
れ
て
敬
老
の
日
の
笑
顔
か
な

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

光
子

縁
側
は
人
寄
る
と
こ
ろ
柿
を
む
く

山
里
や
砦
の
よ
う
な
稲
は
っ
て

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

康
一

錦
秋
の
風
透
き
と
ほ
る
花
の
谷

病
室
の
窓
ご
し
に
見
る
紅
葉
山

　
　
　
　
　

鎌　

田　

松
井
亜
作
枝

咲
き
初
め
て
俄
か
奴
の
菊
日
和

豊
穣
の
お
こ
わ
賜
る
秋
ま
つ
り

　
　
　
　
　

鎌　

田　

吉
野　

道
子

蒼
天
の
白
根
の
裾
の
照
紅
葉

初
霜
や
手
先
の
寒
さ
払
い
つ
つ

　
　
　
　
　

鎌　

田　

渡
辺　

和
昭

野
紺
菊
辻
に
子
ら
守
る
六
地
蔵

紅
葉
暮
れ
梟
よ
ぎ
る
橋
の
上

上
毛
ジ
ュ
ニ
ア
俳
壇

　
　

武
尊
根
小
六
年　

桑
原　

佳
那

秋
風
に
カ
ー
テ
ン
ふ
わ
り
光
さ
す

　
　

武
尊
根
小
五
年　

佐
々
木
紗
良

教
室
の
せ
ん
風
機
が
ね
ひ
ま
そ
う
だ

　
　

武
尊
根
小
六
年　

星
野
美
紗
子

新
し
い
ふ
で
ば
こ
持
っ
て
新
学
期

Happy Turkey Day!
Hello everyone! How are you doing?
We are in the middle of winter now, and it is getting quite cold! It 
has been 13 years since I have seen snow. I am very happy to 
see snow in Katashina. It brought back memories of my childhood 
in Michigan. Where I lived in Arizona, it never snowed. I have 
always dreamed of having a “White Christmas,” so Iʼ m looking 
forward to this yearʼ s Christmas. Christmas in America is quite 
different than Christmas in Japan. In America, Christmas has a 
religious affiliation. It is a time for family members and friends 
come together and give each other gifts. People often have a large 
dinner similar to a Thanksgiving dinner. Before Christmas, kids 
write letters to Santa to ask for certain gifts. In Japan, Christmas 
seems like a holiday meant for couples. In both countries, 
Christmas is a wonderful time of the year where the festive spirit 
is strong.　Everyone, what do you want for Christmas? Have a 
wonderful December!
Once a month, I have a friendly English conversation group with 
Katashina villages. We talk about things such as culture, sports, 
etc. Anyone is welcome to join. If you are interested, please 
contact me at jebuhay@gmail.com or Mr. Sato （58-3990） for 
more details.

皆さん、こんにちは！お元気ですか。
冬の真っ只中、大分寒くなりました。僕は１３年振りに雪が降るのを見
ました。片品に雪が降ってきて、とても嬉しいです。ミシガン州に住ん
でいた子供の頃のことを思い出しました。アリゾナ州で住んでいたギル
バート町では、雪は全然降りません。子供の頃から、「ホワイトクリスマス」
が見たかったので、今年のクリスマスを楽しみにしています。アメリカ
のクリスマスと日本のクリスマスはかなり違います。アメリカでは、ク
リスマスは宗教と関係があります。友達や家族と会って、お互いに贈り
物を交換する時です。よく人々はサンクスギビングのような夕食を食べ
ます。クリスマスの前に、子供はサンタに何が欲しいかを書いた手紙を
送ります。日本では、クリスマスはカップルのためにある日のようです。
でも、アメリカでも日本でもクリスマスはにぎやかで、素晴らしい時です。
皆さんは、クリスマスに何が欲しいですか？楽しい１２月を！
一ヶ月に一回片品村の村民の皆さんとの気軽に英会話をするグループが
あります。文化やスポーツなどについて話します。誰でも参加できます
ので、もし、興味があったら、僕（jebuhay@gmail.com）か佐藤さん

（58-3990）に連絡して下さい。

Jorell Buhay通信

メリークリスマス！

1 2 3 4 5
76 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31
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尾瀬ブランド・方言

広 報 か た し な        H24 . 12

おしらせ

11 広 報 か た し な        H24 . 12

尾瀬ブランド認定品　商品紹介
「尾瀬ブランド認定品」は、片品村の資源や素材などを活かした優れた商
品です。
このコーナーでは、これらの商品を広く知って頂くため、事業者（５０音順）
ごとに紹介していきます。

（株）尾瀬食品　TEL:58-3395　

えごまドレッシング ２００ｍｌ　５２５円

尾瀬ブランド委員会事務局
（むらづくり観光課）

片品村産の香り豊かなえごまを使用した
濃厚でコクのあるドレッシングです。

野菜はもちろん、お豆腐、しゃぶしゃぶ、
フライなどにかけても、おいしくお召し
上がりいただけます。
野菜が苦手なお子様にも好評です。

えごまは、昔から片品の農家で胡麻の代
わりとして作られています。
そのえごまの香りをしっかり味わえる人
気商品です。

片品村産えごま使用

は
げ
盛
り

な
か
ら
・
あ
ら
か
た

　
最
近
、
い
い
感
じ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
「
は
げ
盛
り
」
と
い
う
の
で
す
。
主
催
し
て
い
る
の
は
新
聞
で

見
ま
し
た
「
は
げ
盛
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局
」
と
あ
り
ま
し
た
。
　
　

　
近
年
方
言
を
地
域
宣
伝
の
為
に
使
う
例
は
良
く
見
か
け
ま
す
が
（
片
品

で
も
）
こ
こ
ま
で
徹
底
し
て
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
の
は
珍
し
い
の
で
は
と

思
い
ま
す
。
登
山
と
か
、
巡
礼
と
か
で
各
地
に
出
か
け
て
も
、
広
く
知
ら

て
い
る
方
言
を
利
用
し
て
の
も
の
が
多
い
中
で
・・
。「
は
げ
盛
り
」
と
は
、

片
品
の
人
な
ら
説
明
の
余
地
は
な
い
で
し
ょ
う
が
「
は
げ
し
い
」
は
「
す

ご
い
」
と
言
う
意
味
で
す
。「
す
ご
い
な
あ
」
と
感
心
す
る
時
に
は
「
は

げ
し
い
な
あ
」と
い
い
ま
す
。
で
す
か
ら「
は
げ
盛
り
」は「
す
ご
い
盛
り
」

「
大
盛
り
」
の
事
で
す
。
こ
こ
で
食
に
つ
い
て
一
言
、
人
類
の
歴
史
は
食

と
の
戦
い
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
在
も
世
界
で
は
多
く
の

人
が
飢
え
に
苦
し
ん
で
い
る
と
い
う
事
で
す
。
日
本
は
飽
食
と
か
、
低
カ

ロ
リ
ー
が
ヘ
ル
シ
ー
と
か
言
っ
て
い
ま
す
が
一
考
を
し
た
い
で
す
ね
。
片

品
で
も
食
に
事
欠
い
て
い
た
時
代
が
長
く
有
り
ま
し
た
。
村
内
の
お
寺
さ

ん
に
、「
間
引
き
の
絵
額
」
と
い
う
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
を
間

引
い
て
い
る
そ
の
瞬
間
の
惨
い
絵
額
が
有
り
ま
す
。（
食
糧
難
の
た
め
で

す
。）
食
は
大
切
で
す
ね
。
ま
た
、
片
品
で
は
来
客
な
ど
で
お
客
さ
ん
を

も
て
な
す
場
合
に
、「
大
盛
り
」
が
ご
馳
走
だ
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
盛
り
替
え
で
「
大
盛
り
」
過
ぎ
て
食
べ
き
れ
ず
に
「
困
っ
た
」

と
言
う
話
は
よ
く
聞
き
ま
し
た
。「
大
盛
り
」
は
も
て
な
し
の
「
心
」
で
す
。

　「
は
げ
盛
り
」
は
多
く
の
人
々
に
、
感
動
と
元
気
を
与
え
た
よ
う
で
す
。

食
＝
元
気
、
い
い
で
す
ね
。

片

品

村

の

方

言
57

　「
今
年
の
夏
は
、暑
く
っ
て
雨
が
降
ら
ね
ー
、お
か
げ
で
蒔
い
た
種
が
『
な

か
ら
』芽
が
出
て
来
ね
ー
参
っ
た
な
」「
祭
の
準
備
は『
あ
ら
か
た
』終
わ
っ

た
。
午
後
は
幟
旗
を
揚
げ
る
だ
け
だ
。」

　
語
源
は
「
な
か
ら
」
は
「
半
」
で
「
あ
ら
か
た
」
は
「
粗
方
」
で
し
ょ
う
。

意
味
は
物
量
的
に
違
い
は
あ
り
ま
す
が
同
じ
よ
う
に
使
わ
れ
ま
す
。
一
般

的
に
も
「
な
か
ら
」「
あ
ら
か
た
」
は
、
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
品
村
文
化
財
調
査
委
員
　
　
大
竹
　
将
彦

除
雪
作
業
に
は
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す

　
冬
季
除
雪
作
業
の
実
施
に
際
し

て
、
村
か
ら
の
お
願
い
で
す
！

▼
除
雪
作
業
実
施
範
囲

　

除
雪
実
施
箇
所
は
、
指
定
さ
れ

た
（
国
・
県
・
村
）
道
な
ど
の
主

要
幹
線
道
路
（
昨
年
度
除
雪
実
施

道
路
）
と
し
、
片
品
村
が
管
理
す

る
道
路
以
外
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管

理
す
る
群
馬
県
な
ど
が
除
雪
を
行

い
ま
す
。（
私
道
等
の
除
雪
は
い

た
し
ま
せ
ん
。）

　

降
雪
量
が
10
㎝
に
達
す
る
と
想

定
さ
れ
る
場
合
に
除
雪
作
業
を
始

め
ま
す
。
但
し
、
10
㎝
程
度
以
下

の
場
合
も
危
険
と
認
め
ら
れ
る
と

き
は
、
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
除
雪
に
関
す
る
要
望
な
ど
は
、

各
組
長
さ
ん
を
通
し
て
申
し
出
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

▼
お
願
い
事
項

①
除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
玄
関
先

に
雪
が
寄
せ
ら
れ
、「
車
が
出
せ

な
い
」、「
何
と
か
し
て
・
・
」
と

い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
除
雪
作

業
は
、
通
勤
、
通
学
の
時
に
完
了

出
来
る
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
。

尾
瀬
交
通
規
制
に
伴
う

津
奈
木
の
案
内
係
募
集

に
つ
い
て

　　

片
品
村
尾
瀬
交
通
対
策
連
絡

協
議
会
で
は
、
平
成
25
年
度
の

戸
倉
～
鳩
待
峠
間
の
交
通
規
制

実
施
に
伴
い
、
津
奈
木
の
案
内

係
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
人
員
は
若
干
名
で
、
年

齢
70
歳
未
満
・
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
が
、
勤
務
時
間
が
長
い
た

め
、
健
康
に
自
信
の
あ
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
、﹁
申
込
用
紙
﹂
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
１
月

末
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

尚
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
む
ら
づ
く
り
観
光
課
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

む
ら
づ
く
り
観
光
課

☎︵
５
８
︶
２
１
１
２

そ
の
た
め
玄
関
や
車
庫
前
な
ど
に

寄
せ
ら
れ
て
残
っ
た
雪
を
、
再
度

速
や
か
に
処
理
す
る
こ
と
が
機
械

除
雪
で
は
大
変
困
難
で
す
の
で
、

お
手
数
で
も
各
家
庭
で
の
取
り
除

き
等
に
ご
協
力
し
て
下
さ
い
。

②
除
雪
作
業
は
、
朝
の
通
勤
・
通

学
を
確
保
す
る
こ
と
を
第
一
の
使

命
と
し
て
い
る
た
め
、
ど
う
し
て

も
早
朝
か
ら
出
勤
し
な
け
れ
ば
間

に
合
い
ま
せ
ん
。
一
方
で
は
除
雪

車
の
エ
ン
ジ
ン
音
や
振
動
の
た

め
、「
夜
間
、
早
朝
に
除
雪
さ
れ

た
ら
安
眠
妨
害
だ
」
と
の
お
叱
り

の
声
が
あ
り
ま
す
が
、
忙
し
い
朝

の
交
通
や
歩
行
者
の
安
全
を
考
慮

す
れ
ば
、
早
朝
の
除
雪
作
業
に
な

り
ま
す
。

③
除
雪
後
の
道
路
に
、
住
宅
や
駐

車
場
な
ど
か
ら
再
び
雪
が
押
し
出

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
か
け
ま

す
。
大
雪
の
後
や
休
日
に
な
る
と

各
家
庭
で
行
う
雪
片
付
け
や
屋
根

の
雪
下
ろ
し
で
、
雪
が
道
路
に
捨

て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
放
置
さ
れ
た
雪
や
氷
が
原

因
に
よ
る
交
通
事
故
等
の
発
生
に

つ
な
が
り
ま
す
。

④
除
雪
作
業
時
に
、
最
大
の
障
害

は
路
上
駐
車
で
す
。
一
台
で
も
放

置
車
両
が
あ
る
と
除
雪
車
が
入
れ

ず
、
引
き
返
す
な
ど
除
雪
が
出
来

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
台
の

放
置
車
両
が
付
近
一
帯
に
迷
惑
を

及
ぼ
し
ま
す
の
で
、「
路
上
駐
車

は
し
な
い
・
さ
せ
な
い
。」

⑤
子
供
達
が
そ
り
、
ス
キ
ー
な
ど

に
夢
中
に
な
り
、
道
路
へ
飛
び
出

し
て
交
通
事
故
を
引
き
起
こ
す
原

因
に
な
り
ま
す
。

　

子
供
達
の
雪
遊
び
に
つ
い
て

は
、
大
人
が
十
分
注
意
を
払
っ
て

下
さ
い
。

⑥
村
で
は
、
出
来
る
だ
け
広
く
除

雪
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
道

路
脇
に
庭
石
な
ど
が
あ
り
、
除
雪

作
業
を
行
う
際
に
除
雪
車
が
誤
っ

て
、
衝
突
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
出
来
る
限
り
道
路
脇
（
除
雪

範
囲
）
か
ら
離
し
て
置
く
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

⑦
除
雪
作
業
中
は
、
安
全
確
認
を

し
て
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

車
等
で
走
行
す
る
際
は
、
十
分
に

注
意
を
し
て
通
行
し
て
く
だ
さ

い
。

　
道
路
上
に
張
り
出
し
て
い
る
樹

木
の
伐
採
等
の
お
願
い

　

こ
れ
か
ら
降
雪
の
季
節
を
迎
え

ま
す
が
、
樹
木
の
枝
が
民
地
か
ら

道
路
へ
張
り
出
し
た
り
、
倒
れ
た

り
し
て
、
通
行
の
障
害
に
な
る
お

そ
れ
の
あ
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

こ
れ
が
原
因
で
、
歩
行
者
や
自

動
車
等
に
事
故
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
法
律
に
よ
り
樹
木
の
所
有

者
等
が
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

道
路
の
事
故
防
止
、
安
全
確
保

の
た
め
に
樹
木
の
所
有
者
の
み
な

さ
ん
は
伐
採
や
枝
払
い
等
を
行
う

こ
と
に
よ
り
適
切
な
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
林
建
設
課
土
木
係

☎（
５
８
）
２
１
１
３

平成 24 年度社会資本交付金で購入
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おしらせ

広 報 か た し な        H24 . 12

おしらせ

13 広 報 か た し な        H24 .12

６次産業化の勉強会のおしらせ

お 

し 

ら 

せ

片
品
中
学
校 「
〜
地
域
が
支
え
る

小
中
学
校
〜
　
み
ん
な
の
時
間
」

の
放
映
に
つ
い
て

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
の
連
携
を
一
層
推
進

す
る
た
め
公
立
小
中
学
校
の
特
色

あ
る
教
育
活
動
や
地
域
と
学
校
と

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
活
動
な
ど
を
紹
介
す
る
テ
レ
ビ

番
組
を
制
作
・
放
送
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
県
内
42
の
小

中
学
校
が
放
送
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
根
郡
・
沼
田
市
管
内
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
、川
場
小
学
校
、沼
田

東
小
学
校
、
水
上
中
学
校
が
放
送

さ
れ
ま
し
た
。片
品
中
学
校
は
12

月
18
日（
火
）に
放
送
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

本
校
で
も
、
制
作
放
送
を
委
託

さ
れ
た
群
馬
テ
レ
ビ
の
取
材
チ
ー

ム
が
、
11
月
６
日
と
11
月
26
日
に

撮
影
を
行
い
ま
し
た
。内
容
は
、

「
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
の
取
り

組
み
」「
進
路
学
習
会
」「
片
中
文
化

の
日
」「
片
中
の
一
日
」「
僕
の
夢
・

わ
た
し
の
夢
」
な
ど
で
構
成
さ
れ

片品村における６次産業化の普及推進を目的として、村民の皆様を対象として、６次産業化に関する勉強
会を開催いたします。６次産業化に興味のある方は奮ってご参加ください。

る
予
定
で
す
。片
品
中
や
尾
瀬
高

校
の
生
徒
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
、

同
窓
生
の
方
を
含
め
数
多
く
の

方
々
が
出
演
し
ま
す
の
で
、
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

▼
放　

送　

群
馬
テ
レ
ビ

▼
日　

時　

12
月
18
日（
火
）

　
　
　
　
　

19
時
〜
19
時
30
分

▼
再
放
送　

群
馬
テ
レ
ビ

　
　
　
　
　

12
月
19
日（
水
）

　
　
　
　
　

12
時
30
分
〜
13
時

医
療
機
関
の
適
正
な
受
診
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う

　

軽
い
症
状
で
も
休
日
や
夜
間
に

病
院
の
救
急
外
来
を
受
診
す
る
人

が
増
え
て
い
ま
す
。時
間
外
は
病

院
の
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
が
少
な

く
、
軽
症
の
人
が
多
く
受
診
す
る

こ
と
で
、
重
症
患
者
の
治
療
に
影

響
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。医

師
な
ど
の
負
担
が
増
え
、
地
域
の

救
急
医
療
体
制
が
維
持
で
き
な
く

な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

身
近
な
地
域
医
療
を
守
る
た

め
、
医
療
機
関
の
適
正
利
用
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
庁 

医
務
課

☎
０
２
７（
２
２
６
）２
５
４
０

貴
金
属
の
訪
問
買
取
に
注
意

　
貴
金
属
の
価
格
上
昇
に
伴
い
、

訪
問
買
取
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て

い
ま
す
。

‐

事
例‐

　
「
手
持
ち
の
貴
金
属
を
見
せ
て

ほ
し
い
」と
訪
問
し
て
き
て
、
金
の

指
輪
を
渡
し
た
と
こ
ろ
返
し
て
も

ら
え
ず
、
売
り
渡
し
て
し
ま
っ
た
。

契
約
を
取
り
消
し
た
い
が
業
者
の

連
絡
先
も
分
か
ら
な
い
。

‐

対
処
方
法
・
ア
ド
バ
イ
ス‐

・
業
者
が
突
然
訪
問
し
て
き
て「
見

せ
て
も
ら
う
だ
け
」「
査
定
を
す
る

だ
け
」な
ど
と
言
わ
れ
て
も
、
買
取

り
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
毅
然

と
断
り
ま
し
ょ
う
。

・
品
物
の
買
取
に
は「
古
物
商
許
可

証
」
が
必
要
な
の
で
提
示
を
求
め

て
確
認
し
、
記
録
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

・
契
約
を
す
る
際
は
、買
取
価
格
の

計
算
根
拠
や
買
取
り
条
件
を
確
認

し
た
上
で
、
そ
れ
ら
の
こ
と
が
記

載
さ
れ
た
書
面
を
出
し
て
も
ら

い
、控
え
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

・
訪
問
買
取
の
、ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

は
出
来
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

・
訪
問
し
た
業
者
に
退
去
す
る
よ

う
に
言
っ
て
も
、
居
座
っ
た
り
、

「
物
品
を
出
せ
」
と
強
要
し
た
り
す

る
な
ど
の
場
合
は
、
迷
わ
ず
警
察

を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

　

利
根
沼
田
地
域
で
は
協
定
を
結

び
、
沼
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

で
広
域
相
談
対
応
を
し
て
い
ま

す
。専
門
員
が
２
名
常
勤
し
て
い

ま
す
の
で
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
ら

迷
わ
ず
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
は

無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

沼
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
８(

２
０)

１
５
０
０

平
成
25
・
26
年
度
　
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請

　

村
に
よ
る
建
設
工
事
の
発
注
や

物
品
の
購
入
等
に
つ
い
て
は
、
原

則
的
に
競
争
入
札
に
よ
り
行
わ
れ

ま
す
。こ
の
入
札
の
参
加
者
は
、
村

に
提
出
さ
れ
る
「
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
」の
審
査
の
結
果
、
適

格
者
と
し
て
名
簿
に
登
載
さ
れ
た

方
の
中
か
ら
指
名
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
・
26
年
度
に
お
い
て
入

札
参
加
の
指
名
を
受
け
た
い
方

は
、
以
下
の
事
項
に
留
意
の
上
、

「
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間　

平
成
25
年
２
月
１

日(

金)

〜
２
月
28
日(

木)

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

(

土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
は
除
き
ま

す)▼
受
付
場
所　

総
務
課
窓
口

▼
受
付
方
法　

持
参
に
て

▼
申
請
書
類

１
．様
式

　

国
土
交
通
省
統
一
様
式　

Ａ
４

版　

ひ
も
綴
じ
ま
た
は
ホ
チ
キ
ス

留
め

２
．添
付
書
類

①
建
設
業
許
可
証
明
書

②
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書

③
工
事
経
歴
書
・
測
量
等
実
績
調

書④
営
業
所
一
覧
表

⑤
納
税
証
明
書
（
未
納
が
な
い
こ

と
を
証
明
す
る
も
の
）

〔
国
税
〕

・
法
人
：
法
人
税
、
消
費
税
、
地
方

消
費
税
の
直
前
１
年
分
納
税
証
明

書「
そ
の
３
の
３
」

・
個
人
：
所
得
税
、
消
費
税
、
地
方

消
費
税
の
直
前
１
年
分
納
税
証
明

書「
そ
の
３
の
２
」

〔
市
町
村
税
〕

・
法
人
：
法
人
市
町
村
民
税
、固
定

資
産
税
の
直
前
１
年
分

・
個
人
：
個
人
市
町
村
民
税
、固
定

資
産
税
の
直
前
１
年
分

⑥
印
鑑
証
明
書
・
使
用
印
鑑
届（
申

請
書
に
押
し
た
印
以
外
に
使
用
す

る
場
合
）

⑦
委
任
状

⑧
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加
入

証
明
書

※

添
付
書
類
は
、全
て
写
し
で
可
。

※

⑧
に
つ
い
て
は
、
加
入
者
の
み

添
付
の
こ
と
。

※

物
品
業
者
に
つ
い
て
は
、①
、

②
、⑧
は
添
付
不
要
。

▼
有
効
期
限　

平
成
25
年
４
月
１

日
〜
平
成
27
年
３
月
31
日

▼
そ
の
他

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
総
務

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
し
て
い
た
だ

く
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.vill.katashina.gu

nm
a.jp/

）

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、受
付
当
日
、希
望
工
種
の

ご
記
入
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼日時：平成２４年１２月１８日（火）
　　　　１３：３０～　
▼場所：片品村役場２階
▼講師：農林水産省関東農政局　　　　
　　　　前橋地域センター職員

【勉強会内容】●６次産業化とは？　　
　　　　　　●６次産業化の推進について
　　　　　　●６次産業化の取り組み事例のご紹介

※当日でも参加できますが、会場準備等がございますので、ご希望の方は１２月１７日（月曜日）までにご連絡を
　いただければ幸いです。

▼主催　片品村　　▼問い合わせ先　むらづくり観光課（若者雇用創出室）　☎０２７８（５８）２１１２

６次産業とは？▶▶▶農業の総合産業化
１×２×３＝６

生産
１次産業

加工
２次産業

流通・販売
３次産業

６次産業
地域の所得向上
雇用の場の創出
地域の活性化

食品放射能測定結果についてお知らせ
１１月に実施しました村内採取の山菜・野菜
等の食品放射能測定結果についてお知らせい
たします。

※測定結果につきましては、いずれの品目も不
　検出でありました。

※単位はベクレル／キログラム（Bq/kg）

※結果及び基準値はセシウム 134，137
　を合計した数字
　今回検出された数値は厚生労働省の定め
　るセシウムの基準値（100Bq/kg）以内
　でありました。

品目
小豆
大豆
小麦
サツマイモ
リンゴ

場所
太田
村内
村内
下平
須賀川

品目
ナラタケ

場所
戸倉

結果
11.5

基準値
100

なお、キノコ類についてご心配な方、測定を希望される方は、ご連絡をお願いいたします。
▼問い合わせ先　農林建設課　　☎（５８）２１１４

検出項目
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利根沼田地区高等職業訓練校 平成25年度訓練生募集
▼入校資格　中卒以上　年齢制限なし（中高年齢者、定年退職者も可）
▼終了期間　３年
▼終了後の特典　終了時の技能照査試験に合格すると、技能士補となり検定の学科試験免除
▼諸費用　
・入校金　１３，０００円（一時金）
・訓練費　３６，０００円（年間）
・事業主会費　１２，０００円（年間）
・教科書代　１０，０００円（３年間）
・実習教材費　　５，０００円（年間）
・給食費　２４，０００円（年間）
▼申し込み締め切り期日　平成２５年３月３１日　　　　　　
▼受付時間　毎週（火）・（木）午前８時～午前１２時　毎週（土） 午前８時～午後４時

▼申し込み先 利根沼田地区高等職業訓練校 ☎（２２）４９０４

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

入
札
指
名
参
加
願
等
で
必
要
と

す
る
法
人
の
『
納
税
証
明
書
』
も

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で
請
求
で
き
ま

す
。（
申
告
等
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で
提

出
し
て
い
る
方
は
利
用
で
き
ま

す
。）

▼
請
求
及
び
発
行
手
続

①
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
を
利
用
し
て
納

税
証
明
書
交
付
請
求
書
を
作
成

（
窓
口
及
び
郵
送
受
取
を
希
望
の

方
は
、
書
面
交
付
用
の
請
求
書
を

作
成
し
、
受
取
方
法
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
）

②
作
成
し
た
納
税
証
明
書
交
付
請

求
書
に
電
子
署
名
を
付
与
し
て
送

信（
送
信
後
、メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ッ
ク

ス
に
格
納
さ
れ
る
受
信
通
知
で
、

正
常
に
送
信
さ
れ
た
こ
と
を
必
ず

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。）

③
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス
に
格
納

さ
れ
る
交
付（
発
行
）準
備
が
整
っ

た
旨
の
通
知
を
確
認
（
納
税
証
明

書
の
作
成
状
況
・
受
付
番
号
・
納

付
番
号
・
確
認
番
号
・
手
数
料
等

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼
郵
送
受
取

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

や
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
ペ
イ
ジ
ー
を
利
用

し
て
手
数
料
と
郵
送
料
を
電
子
納

付
す
る
と
、
税
務
署
か
ら
納
税
証

明
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。（
電
子
納

付
の
際
に
、納
付
番
号
、確
認
番
号

等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。）

▼
電
子
取
得

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や

Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
ペ
イ
ジ
ー
を
利
用
し

て
手
数
料
を
電
子
納
付
す
る
と
、

電
子
納
税
証
明
書
（
電
子
フ
ァ
イ

ル
）
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
に

な
り
ま
す
。（
電
子
納
付
の
際
に
、

納
付
番
号
、
確
認
番
号
等
が
必
要

に
な
り
ま
す
。）

手
数
料
は
、３
７
０
円
と
安
価（
通

常
は
４
０
０
円
）で
す
。

※

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
を
利
用
さ
れ
て

い
な
い
方
が
納
税
証
明
書
の
オ
ン

ラ
イ
ン
請
求
を
す
る
た
め
に
は
、

代
表
者
の
電
子
証
明
書
（
認
証
入

り
の
住
基
カ
ー
ド
を
役
場
住
民
課

で
発
行
）
の
有
償
で
の
取
得
や
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
購
入

等
事
前
準
備
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
又
は
沼
田
税
務
署
管
理
運

営
部
門
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

☎（
２
２
）２
１
３
１

自
動
音
声
案
内
の「
２
」を
お
選
び

く
だ
さ
い
。税
務
署
内
の
担
当
部

署
に
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

花
の
駅  

イ
ベ
ン
ト
情
報

平
成
24
年『
冬
の
青
少
年

健
全
育
成
運
動
』

▼
実
施
期
間　

　

平
成
24
年
12
月
15
日
〜

　

平
成
25
年
１
月
31
日

▼
推
進
目
標　

　

群
馬
県
青
少
年
健
全
育
成
条

例
を
守
り
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
取
り

組
も
う

▽『
子
ど
も
た
ち
に
積
極
的
な
声

か
け
を
行
い
、
深
夜
は
い
か
い
等

の
非
行
を
な
く
そ
う
。

▽
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
推
進
し

て
、
子
ど
も
た
ち
を
有
害
情
報
と

犯
罪
被
害
か
ら
守
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

年
末
イ
ベ
ン
ト

12
／
１
〜
30　

新
春
宝
く
じ
番

号
券
配
布（
元
日
結
果
発
表
）

12
／
21　

冬
至
ゆ
ず
湯

12
／
23　

ピ
ア
ノ
発
表
会

新
春
イ
ベ
ン
ト

１
／
１　

新
春
プ
レ
ゼ
ン
ト

１
／
２　

新
春
も
ち
つ
き
大
会

　
　
　
　

午
後
１
時
・
４
時

１
／
４　

新
春
書
き
初
め
会

　
　
　
　

午
後
６
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
の
駅
）

－　放送大学４月入学生募集　－
　放送大学はテレビやラジオの放送を通して学ぶ遠
隔教育の大学です。働きながら学んで大学を卒業し
たい、学びを楽しみたいなど、様々な目的で、幅広い
世代の方が学んでいます。ただいま平成２５年４月
入学生を募集しています。詳しい資料を無料で送付
致しますので、お気軽にお問合せください。
▼募集学生の種類
- 教養学部 -
　科目履修生（6ヶ月在学し、希望する科目を履修）
　選科履修生（1年間在学し、希望する科目を履修）
　全科履修生（4年以上在学し、卒業を目指す）
- 大学院 -
　修士科目生（6ヶ月在学し、希望する科目を履修）
　修士選科生（1年間在学し、希望する科目を履修）
▼出願期間　
　平成24年12月１日～平成25年２月28日
　インターネット出願は11月15日より受付開始
▼資料請求・問い合わせ先
　〒３７１－００３２　前橋市若宮町1-13-2
　放送大学群馬学習センター
　☎０２７（２３０）１０８５
　放送大学ホームページ　http://www.ouj.ac.jp

中央防火協会教養研修会参加者募集案内
　このたび、東日本大震災を教訓に地域防災と災害対策
に対する知識を高め、効果的な対策と正しい知識を学ん
でいただくために開催いたしますので、みなさまの参加
をお待ちしています。

▼日　時　平成２５年１月２７日（日）
　　　　　午後１時～３時４０分
　　　　　（開場午後０時３０分）
▼会　場　利根沼田文化会館 小ホール

▼内　容　
○第１部　テーマ「安心安全はまちの売りもの」
　　　　　講　師：安井潤一郎氏

○第２部　演　題「こころの炎は消さないで！
　　　　　防火はあなたのこころがけ !! 防火奨励落語」
　　　　　講　師：柳家一琴氏

▼定　員　３００名　　
▼参加費　無料
▼申し込み先　中央消防署　　☎（２４）１７３４

冬
は
『
は
げ
盛
』
大
盛
街
道
!!

　

本
年
度
も
大
盛
り
企
画
『
は
げ

盛
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

　

こ
れ
は
冬
期
シ
ー
ズ
ン
に
訪
れ

る
お
客
様
に
さ
ら
に
村
内
の
飲
食

店
を
ご
利
用
い
た
だ
こ
う
と
行
う

も
の
で
す
。

　

今
回
の
参
加
店
舗
は
昨
年
度
を

上
回
る
24
軒
で
各
飲
食
店
が
料
理

を
開
発
し
、
新
メ
ニ
ュ
ー
も
登
場

し
ま
す
。

　

こ
の
企
画
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
12
月
20
日（
木
）午
後
３
時
か
ら

「
村
の
物
産
屋 

か
た
し
な
や
」
に

て
『
は
げ
盛
』
お
披
露
目
セ
レ
モ

ニ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
も
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実

施
し
、『
は
げ
盛
』メ
ニ
ュ
ー
１
品

注
文
に
つ
き
ス
タ
ン
プ
を
１
つ
押

印
し
ま
す
。

　

こ
の
ス
タ
ン
プ
が
３
つ
貯
ま
る

と「
花
咲
の
湯
・
寄
居
山
温
泉
ほ
っ

こ
り
の
湯
」の
無
料
入
浴
券
、「
村

の
物
産
屋 

か
た
し
な
や
」
３
０
０

円
分
の
お
買
物
券
に
早
変
わ
り
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
Ｗ
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
期
間
終
了
後
ス

キ
ー
場
の
リ
フ
ト
券
１
日
券
が
当

た
る
抽
選
会
も
実
施
す
る
予
定
で

す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
開
始
は
12
月
21
日

（
金
）
か
ら
に
な
り
ま
す
。年
末
年

始
を
は
じ
め
ウ
ィ
ン
タ
ー
シ
ー
ズ

ン
に
、
ご
家
族
・
お
友
達
お
誘
い

あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
『
は
げ
盛

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

む
ら
づ
く
り
観
光
課
・
は
げ
盛

実
行
委
員
会
事
務
局

☎（
５
８
）２
１
１
２

「
シ
ニ
ア
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
開
所
日　

月
〜
金
曜
日

※

祝
日
を
除
く
（
年
末
年
始
は
12

月
29
日
〜
１
月
３
日
ま
で
閉
所
）

▼
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

15
分

▼
所
在
地　

前
橋
市
新
前
橋
町

（
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）

▼
内
容　

・
再
就
職
の
た
め
の
就
職
相
談（
適

性
診
断
、就
職
先
の
選
び
方
、履
歴

書
の
書
き
方
、面
接
対
策
な
ど
）

・
求
人
情
報
の
提
供
、職
業
紹
介

・
企
業
な
ど
で
の
知
識
・
経
験
を

持
つ
中
高
年
齢
者
の
人
材
デ
ー
タ

の
登
録
・
活
用

・
就
農
、
起
業
、
地
域
活
動
、
生
涯

学
習
、
年
金
な
ど
生
活
設
計
の
情

報
提
供
や
専
門
機
関
へ
の
案
内

▼
対
象　

中
高
年
齢
者
な
ど

▼
費
用　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法　

電
話

▼
申
込
先　

シ
ニ
ア
就
業
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
７（
２
５
５
）２
３
０
０

℻
０
２
７（
２
５
５
）６
１
６
６

▼
問
い
合
わ
せ
先　

県
庁
労
働
政

策
課

☎
０
２
７（
２
２
６
）３
４
０
７

℻
０
２
７（
２
２
３
）７
５
６
６
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
感
染

者
の
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
に

よ
っ
て
飛
び
散
っ
た
体
液
を
他

者
が
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て

感
染
し
、
広
が
り
ま
す
。

　
突
然
の
高
熱
、だ
る
さ
、頭
痛
、

筋
肉
痛
等
の
症
状
が
出
て
回
復

す
る
の
に
一
週
間
以
上
か
か
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

予
防
方
法

・
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
つ
け
て
、

帰
宅
し
た
ら
う
が
い
や
手
洗
い

を
行
う

・
十
分
な
睡
眠
と
栄
養
を
と
る

・
流
行
時
は
で
き
る
限
り
人
混
み

を
避
け
る

・
症
状
が
出
た
ら
、
早
め
に
医
療

機
関
を
受
診
す
る

・
予
防
接
種
を
受
け
る
（
抵
抗
力

が
つ
く
ま
で
に
２
週
間
程
度
か

か
り
ま
す
の
で
早
め
に
受
け
ま

し
ょ
う
）

保 

健 

だ 

よ 

り
　

火の元に注意しましょう！火の元に注意しましょう！火の元に注意しましょう！
「消すまでは
出ない 行かない 離れない」
火災が発生しやすい季節です。
ストーブなど、火の取扱や後始末に十分注意し、
火災予防を徹底しましょう。　　　      （総務課）

付
加
保
険
料
の
ご
案
内

　

将
来
、
よ
り
高
い
老
齢
給

付
を
受
け
る
た
め
に
、
第
１

号
被
保
険
者
及
び
65
歳
に
な

る
ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険

者
は
、
ご
希
望
に
よ
り
定
額

保
険
料
に
加
え
て
月
額
４
０

０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。付
加

保
険
料
を
納
め
る
場
合
に

は
、
定
額
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

付
加
保
険
料
を
納
め
る

と
、将
来
、老
齢
基
礎
年
金
に

加
え
て
付
加
年
金
を
受
け
ら

れ
ま
す
。付
加
年
金
の
計
算

式
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

年
金
額
＝
２
０
０
円×

付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数

な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加

入
し
て
い
る
方
や
免
除
制
度

を
利
用
し
て
い
る
方
は
、
付

加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
課

☎（
５
８
）２
１
１
６

※なお、ヨウ素131については、半減期が約8日と短くまた検出もされませんでしたので表には載せてありません。
※放射能測定器は役場農林建設課と花の駅にありますのでご予約の上ご利用ください。

学校及び保育所の給食についての放射性物質測定結果のお知らせ
結果は下表のとおりでした。今後も測定を続け公表していきます。
なお、品目は主な献立のみ記述してあります。

命名について

将来は・・・

誕生の一年前にルナという名前の女
の子を授かる夢を見たことと、自然界
にあるものから名付けたかったので、
ルナにしました。

( 父より ) 自然を愛し、行動力のある
人に。( 母より ) 素直で思いやりのあ
る人に。

ちゃん片栁　瑠南
かたやなぎ

平成 23 年 12 月 1日生（父）圭介　（母）恵理子

るな

命名について

将来は・・・

パパの趣味の駅伝の襷リレーから。
利一ひいおじいのように健康で長生
きできるように “利” の字を借りまし
た。

片品を愛する子（パパ）　思いやりの
ある優しい美人（ママ）幸せな毎日を
おくってね（共通）

ちゃん梅澤　莉玲
平成23年 12 月 16 日生（父）裕樹　（母）真理

りれいうめざわ

命名について

将来は・・・

両方の祖父から「ひさ」を父親から「ひ
こ」をもらって命名しました。

人助けのできる人になってもらいた
い。

ちゃん星野　悠彦
平成23年 12 月 13 日生（父）和彦　（母）典子

ひさひこほしの

た
ば
こ
の
健
康
被
害

　
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
人
の

煙
よ
り
も
、
他
人
の
た
ば
こ
の

煙
を
吸
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
の

ほ
う
が
、
健
康
へ
の
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

健
康
へ
の
悪
影
響
は
様
々

・
肺
が
ん
や
慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患
、
心
疾
患
な
ど
の
原
因

・
低
出
生
体
重
児
の
出
産

・
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群

・
子
ど
も
の
呼
吸
器
感
染
症
や
喘

息
発
作
の
誘
発
な
ど
呼
吸
器
疾

患
の
原
因

た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
せ
な
い

・
同
じ
空
間
に
い
る
人
に
煙
を
吸

わ
せ
な
い
よ
う
配
慮
を
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
の
機
会
に

禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

教育委員に戸丸幸江さんが選任されました

　片品村教育委員の星野和子さんの任期満了に伴い、
このたび戸丸幸江さん（花咲）が９月定例議会におい
て、委員に選任され、平成 24 年 11 月 11 日に着任し
ました。
　平成 28 年 11 月 10 日までの４年間の任期となり
ますが、戸丸幸江委員のご活躍を期待いたします。
星野和子さんには、４年間たいへんお疲れ様でした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育委員会）

新教育委員の戸丸幸江さん

平成２４年度　国保税第４期・村県民税普通徴収第３期　納税率調（税額）

須
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御
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治
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栃
久
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戸
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崎
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生
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山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
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１

鎌
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鎌
田
３

鎌
田
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鎌
田
５

村
全
体
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村全体の平均（国保税）

（平成24年11月 19日現在）

国保税 村県民税普通徴収 村全体の平均（住民税）
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